
旬
奴
の
若
干
の
地
名
に
つ
い
て

佐

藤

長

先
に
私
は
、
草
子

・
闘
氏

・
旬
奴
等
、

(
1〉

H
H
モ
ン
ゴ
ル
語
族
読
を
確
認
し
た
。
も
し
こ
の
設
が
信
用
で
き
る
も
の
と
す
る
と
、
旬
奴
の
地
名
等
も
モ
ン
ゴ
ル
語
の
知
識
に
よ
っ
て
解
け
、

そ
の
位
置
を
比
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
左
に
若
干
の
地
名
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

尤
も
旬
奴
が
古
い
モ
ン
ゴ
ル
語
を
話
し
た
と
し
て
も
、
旬
奴
の
崩
壊
後
に
は
高
車
・
突
蕨
・
ウ
イ
グ
ル
等
の
ト
ル
コ
系
の
諸
族
が
次
々
と
起

り
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
高
原
を
支
配
し
て
い
た
の
で
、
地
名
に
は
ト
ル
コ
語
が
多
く
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
一
帝
園
以
後
は

勿
論
こ
の
地
は
再
び
モ
ン
ゴ
ル
語
地
域
と
な
っ
た
の
で
、
反
っ
て
古
レ
モ
ン
ゴ
ル
語
の
地
名
は
残
存
・
復
活
し
た
ら
し
い
。
本
稿
で
用
い
る
地

園
類
は
清
代

・
現
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
現
れ
る
地
名
は
殆
ど
モ
ン
ゴ
ル
語
で
解
け
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
旬
奴
時
代
か
ら
清
代
に
至

基
本
的
な
旬
奴
語
に
モ
ン
ゴ
ル
語
を
封
比
し
、
勾
奴
を
モ
ン
ゴ
ル
語
族
と
規
定
し
、
白
鳥
氏
の
旬
奴

-101ー

る
ま
で
は
、
旬
奴
王
園
の
終
末
を
後
漢
末
期
と
と
っ
て
も
、
時
聞
は
千
数
百
年
を
越
し
て
お
り
、
そ
の
聞
の
地
名
を
嬰
化
な
し
と
し
て
一
言
語

で
つ
な
ぐ
の
は
大
脂
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
案
外
こ
の
地
の
文
化
的
停
滞
の
故
か
、
地
名
は
繁
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今
は

地
名
が
殆
ど
襲
っ
て
い
な
い
と
い
う
前
提
の
下
に
比
定
の
作
業
を
行
っ
て
み
た
い
。

〈

一

)

震
顔
山
・
趨
信
城

741 

元
狩
四
年
(
前
二
九
〉
大
将
軍
衛
青
・
票
騎
将
軍
震
去
病
は
、
十
首
問
騎
を
率
い
分
軍
し
て
旬
奴
を
討
っ
た
(
漢
書
旬
奴
俸
上
)
。
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(

a

)

 

〔
雨
将
軍
〕
み
な
約
し
て
幕
を
絶
り
旬
奴
を
撃
つ
。
単
子
こ
れ
を
聞
き
、
そ
の
輔
重
を
遠
ざ
け
、
精
兵
を
以
て
幕
北
に
待
つ
。
漢

の
大
将
軍
と
接
戦
す
る
こ
と

一目、

禽
暮
れ
、
大
風
起
る
。
漢
丘
ハ
左
右
翼
を
縦
ち
翠
子
を
園
む
。
草
子
自
ら
戦
い
漢
兵
に
興
く
能
わ
ざ
る

を
度
り
、
迭
に
濁
り
社
騎
数
百
と
漢
の
圏
み
を
潰
し
、
西
北
に
遁
走
す
。
漢
丘
(
、
夜
こ
れ
を
追
う
も
得
ず
。
行
き
て
首
虜
を
捕
斬
す
る
こ

と
凡
そ
寓
九
千
組
。
北
し
て
寅
顔
山
・
趨
信
城
に
至
り
て
還
る
。

右
の
文
の
う
ち
の
趨
信
城
は
、
孟
康
の
注
に
、
「
組
信
の
作
る
と
こ
ろ
、
因
て
以
て
誠
に
名
づ
く
」
と
あ
り
、
漢
書
巻
五
五
、
震
去
病
俸
の
如

「
趨
信
、
前
に
旬
奴
に
降
る
。
旬
奴
城
を
築
い
て
之
に
居
る
」
と
あ
る
。
即
ち
一
旦
漢
に
降
服
し
た
旬
奴
人
趨
信
が
旬
奴
に
戻

淳
の
注
に
も
、

り
、
単
子
に
信
任
せ
ら
れ
て
作
っ
た
城
で
あ
る
。
叉
、
征
和
三
年
(
前
九
O
)
の
京
師
将
軍
李
賢
利
の
作
戦
に
も
こ
の
城
の
名
が
出
て
く
る

(前掲垂直)。

(
b

)

そ
の
年
、
旬
奴
ま
た
五
原

・
酒
泉
に
入
り
、
南
部
の
都
尉
を
殺
す
。
是
に
於
て
漢
は
京
師
将
軍
七
寓
人
を
遺
し
て
五
原
に
出
で
し

-102ー

め、

御
史
大
夫
一
商
丘
成
に
三
寓
徐
人
を
将
い
て
西
河
に
出
で
し
め
、
重
合
侯
葬
遁
に
四
寓
騎
を
賂
い
て
酒
泉
を
出
で
し
む
る
こ
と
千
徐

い
た

里
。
盟
十
子
、
漠
兵
の
大
出
を
聞
き
、
悉
く
そ
の
輔
重
を
し
て
越
信
城
に
徒
ら
し
め
、
北
し
て
郵
居
水
に
邸
る
。

こ
の
文
の
最
後
の
と
こ
ろ
は
、
車
子
が
輔
重
を
趨
信
城
に
移
し
、
北
し
て
郵
居
水
即
ち
セ
レ
ン
ゲ
河
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

a
文
に
よ

れ
tま

「
街
・

震
の
雨
将
軍
が
沙
漠
を
渡
っ
て
旬
奴
を
討
ち
、
翠
子
は
漠
北
に
お
い
て
之
を
倹
つ
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
越
信
城
は
漠
北
に
あ

っ
た
筈
で
あ
る
し
、

セ
レ
ン
ゲ
河
の
南
の
要
地
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
そ
の
存
在
し
た
買
顔
山
は
何
虚
か
で
あ
る
が
、

ウ
ラ
ン
パ

l
ト
ル
の
北
の
阿
塔
喝
音
達
巴
漢
(
内
府
興
園
七
排
西
一
)
・
阿
達
海
嶺

2
5
F
Zア由〉

で
は
な
か
ろ
う
か
。
賓
顔
山
は
こ
の
阿
搭

鳴
丘
日
の
語
頭
の
阿
が
略
さ
れ
た
形
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
貰
顔
山
の
位
置
に
誤
り
が
な
い
と
す
る
と
、
超
信
城
は
山
の
西
側
の
阿
塔
妓
必
泣

(
前
掲
内
府
輿
岡
〉
、
或
は
南
の
ウ
ラ
ン
バ

l
ト
ル
の
附
近
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

2

)

 

が
た
い
。

た
だ
阿
塔
鴎
一
音
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
意
味
は
定
め



〆【、

¥ーノ

姑

且

水

征
和
三
年
に
京
師
持
軍
・
一
商
一
丘
成
・
奔
逼
等
が
大
軍
を
率
い
て
旬
奴
を
討
っ
た
こ
と
は
右
に
述
べ
た
が
、
そ
の

b
文
に
績
い
て
は
次
の
ご
と

く
あ
る
(
漢
書
旬
奴
停
上
)
。

(

C

)

左
賢
王
、
そ
の
人
民
を
騒
り
て
余
吾
水
を
度
る
こ
と
六
、
七
百
里
に
し
て
、
兜
衝
山
に
居
る
。
盟
十
子
自
ら
精
兵
を
賂
い
て
安
侯
を

左
に
し
、
姑
且
水
を
度
る
。

余
吾
水
は
ト
ラ
河

H
，

o
吉
宮
古
己
、

(
3〉

M
L
出
と
従
来
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
い
た
い
。

こ
の
史
料
に
お
け
る
左
賢
王
の
行
動
の
う
ち
、

兜
街
山
は
突
蕨
等
の
操
っ
た
ウ
ト
ウ
ケ
ン
山
口
B
W山口

こ
れ
は
次
に
述
べ
る
草
子
の
セ
レ
ン
ゲ
河
か
ら
南
下
し
て
姑
且
水
に
出
る
行
動
を
側
面

読
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
単
子
は
、

で
防
備
す
る
た
め
の
作
戦
的
移
動
で
あ
ろ
う
。
問
題
の
皐
子
の
行
動
の
う
ち
、
安
侯
は
オ
ル
ホ
ン
河

0
2
8
3己
で
、
こ
れ
も
古
く
か
ら
定

「
オ
ル
ホ
ン
河
を
左
に
し
て
姑
且
水
を
渡
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
セ
レ
ン
ゲ
河

-103ー

を
出
鼓
し
て
オ
ル
ホ
ン
河
の
西
岸
を
南
準
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
道
は
オ
ル
ホ
ン
の
水
源
地
で
ハ
ン
ガ
イ
山
服
を
越
え
、
ト
イ
河

(
推
必
桂
、
、

EV
可
回
目
立
区
)
の
水
源
、
推
必
控
色
欽
叶
庄
司
5
E
E
∞
m
r
q
g
に
出
、
そ
れ
よ
り
西
郊
の
支
流
伊
羅
河
に
沿
っ
て
南
へ
下
り
、

ト
イ
河
の
注
ぐ
オ
ロ

γ
ク
ノ

l
ル
(
那
羅
克
津
爾
、

O
H
Z
E百
円
〉
の
北
で
ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
日
ル
l
ト
に
合
す
る
(
内
府
輿
園
七
排
西
二
、
八
排
西

二
)
。
こ
れ
は
唐
代
・
清
代
で
も
オ
ル
ホ
ン
方
面
よ
り
南
に
通
ず
る
大
道
で
あ
り
、
旬
奴
の
時
代
も
同
様
の
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

而
し
て
内
府
輿
固
で
は
伊
羅
必
並
の
中
流
あ
た
り
に
推
和
碩
な
る
地
名
が
あ
り
、
こ
れ
は
吋
ロ
即
日
ユ
ロ
哲
郎
O

と
考
え
ら
れ
る
。
姑
且
水
の
姑
且

官
。
史
民
S
。
は
こ
の

A
O
E

〈
山
鳴
〉
に
嘗
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ト
イ
河
を
姑
且
水
と
呼
ん
だ
に
相
違
な
い
。
即
ち
里
子
は
ト
イ
河
に
沿

う
道
を
辿
り
、
推
和
碩
よ
り
ハ
ン
ガ
イ
山
の
南
麓
を
西
へ
逃
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

743 
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(
一
二
)

凌

稽

山

内
田
氏
は
凌
稽
山
を
、
「
推
河
の
上
源
地
で
あ
る
杭
愛
山
」
と
見
て
い
る
が
(
旬
奴
篇
一
一
一
頁
)
、
少
し
く
位
置
が
違
う
と
思
う
。
漢
書
旬
奴

億
上
は

c
文
に
績
い
て
次
の
ご
と
く
い
う
。

(

d

)

御
史
大
夫
〔
一
商
丘
成
〕

の
軍
至
り
て
邪
径
(
側
道
)
を
追
う
も
、
見
る
と
こ
ろ
な
し
。

還
る
。

旬
奴
、
大
将
と
李
陵
と
を
し
て
三

首
門
徐
騎
を
将
い
て
漢
軍
を
追
わ
し
む
。
凌
稽
山
に
至
り
て
合
し
、
轄
戦
す
る
こ
と
九
日
。
漢
兵
陣
を
陥
し
敵
を
街
け
、
虜
を
殺
傷
す
る
こ

と
甚
だ
衆
し
。

こ
の
と
き
の
漢
側
の
作
戦
に
つ
い
て
は
、
漢
書
巻
六
武
一
帝
本
紀
、
征
和
三
年
三
月
の
僚
に
も
、
商
丘
成
が
凌
稽
山
で
戟
い
勝
利
を
牧
め
た
こ
と

が
出
て
い
る
。
た
だ
凌
稽
山
は
こ
れ
の
み
を
以
て
し
て
は
不
明
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
前
天
漢
三
年
(
前
九
八
)
武
師
将
軍
が
三
高
騎
を
率
い

て
右
賢
王
を
天
山
に
伐
ち
、
李
陵
が
自
ら
武
一
帝
に
願
っ
て
別
働
隊
を
率
い
て
こ
れ
を
援
け
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
(
漢
書
巻
五
四
、
李

陵
樽
)
。

-105ー

(
e
〉
上
、
社
と
し
て
こ
れ
を
許
す
。
因
て
彊
湾
都
尉
路
博
徳
に
詔
し
、
丘
ハ
を
賂
い
て
半
道
に
陵
の
軍
を
迎
え
し
む
。
博
徳
は
も
と
伏
波

賂
軍
、
亦
陵
の
後
距
と
な
る
を
蓋
ず
。
奏
言
す
ら
く
、

「
秋
に
方
り
旬
奴
の
馬
肥
ゆ
。
未
だ
と
も
に
戦
う
べ
か
ら
ず
。
臣
願
わ
く
ば
、
陵

を
留
め
て
春
に
至
り
、

倶
に
酒
泉
・
張
援
の
騎
各
五
千
人
を
絡
い
、

並
に
東
西
凌
稽
を
撃
た
ば
、
必
ず
禽
う
べ
き
な
り
。

「
九
月
を
以
て
渡
し
、
遮
虜
郵
を
出
で
、
東
凌
稽
山
の
南
、
龍
勤
水
上
に
至
り
、
俳
相
し
て
虜
を
観
よ
。
即
ち
見

促
野
侯
越
破
奴
の
故
道
よ
り
受
降
城
に
抵
り
、
士
を
休
め
よ
。
」
:
:
:
陵
是
に
於
て
そ
の
歩
卒
五
千
人
を
賂
い
て

書
奏
せ
ら
る

-
陵
に
詔
す
ら
く
、

る
と
こ
ろ
な
け
れ
ば
、

居
延
を
出
で
、
北
行
す
る
こ
と
三
十
日
、
凌
稽
山
に
至
り
て
止
り
営
す
:
:
:
陵
凌
稽
山
に
至
り
、
車
子
と
相
直
る
。
騎
お
よ
そ
三
首
問
、
陵

の
軍
を
園
む
。
軍
は
南
山
の
聞
に
居
り
、
大
車
を
以
て
替
と
な
す
。

745 

(

f

)

漢
軍
南
行
し
、
未
だ
鰻
汗
山
に
至
ら
ざ
る
に
、

ゅ

一
日
に
五
十
寓
の
矢
み
な
壷
く
。
即
ち
車
を
棄
て
て
去
く
:
:
:
軍
士
を
し
て
人
ご
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と
に
二
升
の
梼

・一

宇
の
泳
を
持
た
し
め
、
遮
虜
郭
に
至
ら
ば
た
が
い
に
待
た
ん
こ
と
を
期
す
:
:
;
〔
陵
〕
遂
に
降
り
、
軍
人
分
散
す
。

脱
れ
て
塞
に
至
る
者
四
百
除
人
、
陵
の
敗
る
る
躍
は
塞
を
去
る
こ
と
百
除
里
な
り
。
溢
塞
以
て
聞
す
c

る
。
李
陵
の
出
設
は
、
武
一
帝
の
詔
の
ご
と
く
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

こ
の
文
で
は
「
東
西
凌
稽
」
又
は
「
東
淡
稽
山
」

と
い
う
地
名
が
出
て
く
る
の
で
、
凌
稽
山
は
東
西
に
並
ん
だ
山
で
あ
る
こ
と
が
先
ず
知
ら
れ

(
4〉

そ
の
出
設
地
貼
は
遮
虜
郎
副
ち
居
延
城
内
で
あ
る
。
李
陵
は
こ
こ
を

出
て
「
北
行
三
十
日
」

に
し
て
凌
稽
山
に
至
っ
て
屯
営
し
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
そ
こ
で
彼
は
草
子
の
軍
と
「
相
直
っ
た
」
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
先
に
述
べ
た
オ
ル
ホ
ン
よ
り
ト
イ
河
に
沿
っ
て
南
下
す
る
大
道
を
北
へ
と
向
い
、
そ
こ
で
寧
子
と
相
封
抗
す
る
形
を
と
っ
た
こ
と
に
な

る
。
前
述
の
ご
と
く
ト
イ
河
は
下
流
で
オ

ロ
ッ
ク
ノ

l
ル
に
注
い
で
い
る
が
、

あ
た
か
も
門
を
構
え
る
が
ご
と
く
、

こ
の
湖
の
南
に
、

西

Hrσ
o包

E-〈
J
同
巾

wm
g
l
同
恒
三
-
曲
、
東
に

回同
ぬ阻

ま

包

E-八
回
白
百

σ
0
1
伊
白
百
戸田
の
小
山
脈
が
存
在
す
る
(
O
Z
の・

司
∞)。

フ
ッ
ク

ス
の
地
固
で
は
、
也
克
倣
技

・
巴
鳴
倣
技
が
こ
れ
に
嘗
る
が

Q
5
F

子
-
H
U

〉
、
南
山
が
連
績
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
が
東
西

凌
稽
山
に
相
違
な
い
。
漢
軍
が

「南
山
の
聞
に
大
車
を
並
べ
て
陣
営
を
構
え
た
」
と
い
う
の
も
、
南
山
が
こ
こ
で
並
列
し
て
開
門
的
構
成
を

「
東
凌
稽
山
の
南
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
南
の
草
原
を
西
北
よ
り
東
南
に
流
れ
て
い
る
尻
無

川

-106ー

な
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
龍
勤
水
は

、H，
gm目白ロ
∞
o-
八ハ
の
白
『白ロ
可O
己

を
指
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い

(o
z
p
司
1
3。

f
文
は
李
陵
の
敗
退
の
記
事
で
あ
り
、
漢
書
巻
五
四
李
陵
俸
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
。
彼
が
未
だ
至
ら
な
か
っ
た
醍
汗
山
は
、
東
西
淡
稽

山
か
ら
蹄
還
の
地
と
定
め
た
遮
虜
都
ま
で
の
間
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
地
園
上
で
は
東
西
凌
稽
山
の
ほ
ぼ
正
南
に

zgM叩
呪

E-、
そ
の
正

南
に

叶
0
2
c
c
-
が
共
に
東
西
に
跨
が
る
小
山
脈
と
し
て
存
在
し
て
い
る
(
O
Z
ρ
F
E
・
)。

「
陵
の
敗
る
る
慮
は
遮
虜
塞
を
去
る
こ
と
百
蝕

里
」
と
あ
る
か
ら
、
提
汗
山
は
ネ
メ
グ
ト
山
叉
は
そ
の
う
ち
の
一
峰
に
違
い
な
く
、
そ
の
山
の
附
近
で
陵
は
敗
戦
し
、
旬
奴
に
投
降
し
た
の
で

あ
る
。
醍
汗
山
の
原
名
も
亦
不
明
で
あ
る
。

た
だ
凌
稽
山
は
ハ
ン
ガ
イ
山
で
は
な
く
、
そ
の
前
面
即
ち
南
方
の
東
西
に
並
立
す
る
小
山
眠
、
大
小
ボ
グ
ド
山
脈
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
で
明

ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
そ
の
名
の
波
稽
M
M.ミ
誌
ト

5.
は
多
分
モ
ン
ゴ
ル
語

ω五
巳

〈唱『
O
ロ
-
B
H
5
「石
灰
」
〉
に
封
躍
す
る
旬
奴
語
で
、
石
灰



叉
は
石
灰
岩
質
の
山
な
の
で
あ
ろ
う
。

(

四

)

稼

邪

山

後
漢
の
寅
憲
の
北
旬
奴
討
伐
の
翌
年
、
永
元
二
年
(
九
O
)
に
は
行
度
遼
将
軍
皇
甫
俊
が
左
谷
愈
王
師
子
等
と
と
も
に
鶏
鹿
塞
よ
り
出
動
し
、

琢
邪
山
に
全
箪
集
結
し
、
こ
こ
か
ら
二
軍
に
分
れ
て
精
騎
寓
品
献
を
以
て
北
草
子
を
襲
い
、
稽
落
山
に
戦
っ
て
大
に
こ
れ
を
破
っ
た
。
こ
の
濠
邪

(

5

)

 

「
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
の
南
支
沙
漠
中
に
斗
出
せ
る
山
な
る
べ
し
」
と
し
、
最
近
で
は
内
田
氏
が
バ
ル
ク
ル

山
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
氏
は
、

湖
の
東
方
尼
赤
金
山
に
比
定
し
て
い
る
(
伺
奴
篇
一
一
一
一
一
頁
)
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
比
定
に
は
疑
問
が
あ
り

反
っ
て
別
の
地
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
次
に
述
べ
よ
う
。

撃
し
た
。

後
漢
書
南
旬
奴
俸
に
よ
る
に
、
永
卒
十
六
年
(
七
三
)
、
後
漢
軍
は
南
旬
奴
と
共
同
で
稼
邪
山
に
温
馬
憤
王
を
攻
撃
す
る
た
め
、
朔
方
か
ら
出

温
馬
積
王
は
こ
れ
を
避
け
て
沙
漠
を
渡
っ
て
去
っ
た
が
、

建
初
元
年
(
七
六
)
に
は
王
は
叉
民
衆
を
率
い
て
琢
邪
山
に
還
去
し
て
い

た
の
で
、
南
草
子
は
軽
騎
を
以
て
こ
れ
を
伐
ち
、
斬
首
数
百
、
降
者
三
、

四
千
人
を
得
た
。
更
に
同
俸
に
は
、
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(

g

)

伊
屠
於
閏
韓
草
子
宣
、
元
和
二
年
(
八
五
)
立
つ
。
そ
の
歳
、
草
子
兵
千
徐
人
を
遣
し
、

温
馬
積
王
と
遇
い
、
因
て
戦
い
、
そ
の
首
級
を
得
て
還
る
。

撤
し
て
涼
邪
山
に
至
る
。

卒
に
北
虜
の

と
あ
る
。
右
に
よ
れ
ば
滋
邪
山
は
、
内
田
氏
の
い
う
ご
と
く
、

温
馬
崎
明
王
の
根
接
地
で
あ
っ
た
(
旬
奴
篇
、

一一一一頁)。

で
は
滋
邪
山

そ
れ
に
つ
い
て
こ
の
地
の
特
徴
を
俸
え
る
の
は
、
成
一
帝
一
緩
和
二
年
(
前
七
)
の
漢
と
旬
奴
の
烏
珠
留
若
輯
里
子
と
の
交

渉
で
あ
る
。
こ
の
年
、
漢
は
張
按
郡
に
近
い
旬
奴
の
地
を
割
譲
す
る
こ
と
を
旬
奴
に
要
求
し
た
。
嘗
時
の
領
尚
書
事
で
一
帝
一
男
で
も
あ
っ
た
大
司

は
何
慮
に
あ
っ
た
か
。

馬
票
騎
賂
軍
王
根
に
或
る
人
が
説
い
た
(
漢
書
旬
奴
停
下
)
。

(

h

)

旬
奴
に
、
漢
に
斗
入
す
る
の
地
あ
り
。
張
緩
郡
に
直
る
。

奇
材
木
・
箭
竿
・
就
羽
〈
鷲
の
朝
刊
〉
を
生
ず
。

も
し
こ
れ
を
得
れ
ば
溢
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甚
だ
鏡
な
ら
ん
。
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か
け
離
れ
て
漢
の
領
域
に
食
い
込
ん
だ
土
地
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
張
液
郡
に
最
も
近
い
所
」
で
あ
っ
た
。
こ

の
後
、
漢
の
使
者
夏
侯
藩
が
単
子
に
説
い
た
言
葉
に
(
前
掲
書
)、

「
漢
に
斗
入
す
る
の
地
」
と
は
、

(
1
)

痛
に
見
る
に
、
旬
奴
の
漢
に
斗
入
す
る
の
地
は
張
披
郡
に
直
る
。

漢
の
三
都
尉
は
塞
上
に
居
り
、

土
卒
数
百
人
は
寒
苦
す
。

と
あ
り
、
績
い
て
再
度
便
し
た
藩
に
草
子
が
拒
絶
し
た
言
葉
と
し
て
(
前
掲
書
)
、

(
J
〉
己
に
温
偶
除
王
に
問
う
に
、
旬
奴
の
西
迭
の
諸
侯
、
自
弓
底
及
び
車
を
作
る
に
、
皆
こ
の
山
に
材
木
を
仰
ぐ
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
琢
邪
山
が
旬
奴
西
迭
に
射
し
て
木
材
そ
の
他
を
供
給
す
る
地
で
あ
り
、
温
偶
除
王
は
こ
れ
ら
の
地
を
支
配
す
る
王
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
に
か
く
右
の

h
・
i
・
j
の
三
史
料
に
よ
り
、
稼
邪
山
は
張
披
郡
に
最
も
近
い
旬
奴
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
剣
明
す

る
が
、
先
に
李
陵
に
閲
し
て
燭
れ
た
ご
と
く
張
披
居
延
の
正
北
に
は
ト
ス
ト
山

叶
0
2
c
己
な
る
小
山
服
が
東
西
に
横
わ
っ
て
い
る
〈
一

O
六

頁
)
。
こ
の
、
叶
0
2
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
叶
，
E
C
Z
(盟
か
な
、
肥
え
た
)
の
意
と
す
れ
ば
、

g
-
j
の
史
料
に
あ
る
ご
と
く
「
猶
獣
が
多
い
」
・
「
木
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材
が
多
い
」
の
説
明
に
よ
く

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
琢
邪
山
は
明
ら
か
に
こ
の
ト
ス
ト
山
を
指
す
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
涼
邪
山
と
い
う
名
の
由
来
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
モ
ン
ゴ
ル
語
に
は
「
開
門
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
ジ
ヤ
ジ
ャ

γ官
な
る
語

が
あ
り
、
こ
れ
が
旬
奴
語
源
邪
同
、
忌
m
Q

に
封
臆
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
恐
ら
く
h
・
i
の
史
料
の
示
す
が
ご
と
く
、
居
延
よ
り
旬
奴
に

聯
絡
す
る
大
道
上
の
旬
奴
側
の
「
開
門
」
、
或
は
「
園
境
上
の
案
」
の
意
味
で
こ
の
名
が
附
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

五

〉

稽
落
山

・
金
微
山
と
私
渠
比
提
海

章
和
二
年
〈
八
八
)
に
南
旬
奴
で
は
屯
屠
何
が
即
位
し
、

休
蘭
戸
逐
侯
韓
単
子
と
な
っ
た
が

こ
の
年
北
旬
奴
に
は
大
観
が
起
っ
た
。
後
漢

書
南
旬
奴
俸
に
は
、

北
虜
大
に
凱
る
。
加
う
る
に
飢
瞳
を
以
て
す
。
降
る
者
前
後
し
て
至
る
。

と
あ
り
、
分
裂
朕
態
に
陥
っ
た
こ
と
を
い
う
。
屯
屠
何
は
、
こ
れ
を
北
旬
奴
を
撃
滅
す
る
絶
好
の
機
舎
と
見
、
上
言
し
て
、

「
今
年
往
か
ざ
れ



tま

恐
ら
く
は
復
弁
さ
り
て
萱
た
ら
ん
」
、

(
八
九
〉
に
は
賓
憲
が
大
軍
を
率
い
て
朔
方
鶏
鹿
塞
よ
り
出
陣
し
、
首
虜
二
十
世
間
敏
人
と
い
う
戦
果
を
奉
げ
た
。
こ

の
と
き
賓
憲
等
の
軍
は
、
「
皆
琢
邪
山
に
曾
し
」
「
稽
落
山
に
戦
っ
た
」
と
い
う
か
ら
(
後
漢
書
各
二
三
賛
意
侍
〉
、
居
延
の
西
北
ト
ス
ト
山
よ
り

(

6

)

 

北
し
て
オ
ロ
ッ
ク
ノ

l
ル
の
東
港
町
ち
塔
奇
附
近
に
出
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

永
元
三
年
〈
九
一
〉
に
、
北
草
子
は
更
に
右
校
尉
敵
襲
の
軍
に
破
ら
れ
、
逃
亡
し
て
行
方
知
れ
ず
に
な
り
、
そ
の
弟
右
谷
盤
王
於
除
鍵
が
自

立
し
て
草
子
と
な
っ
た
。
彼
は
嘗
時
バ
ル
ク
ル
に
居
た
が
、
そ
こ
か
ら
遣
使
し
て
和
卒
を
求
め
て
き
た
の
で
大
将
軍
費
憲
は
上
書
し
、
こ
れ
を

認
め
ん
こ
と
を
願
い
、
翌
四
年
(
九
二
)
に
は
使
中
郎
賂
任
命
が
伊
吾
〈
ハ
ミ
)
に
屯
し
て
そ
れ
を
護
衛
し
、
北
庭
に
蹄
す
よ
う
に
し
た
。
し
か

叉、

「
臣
が
園
の
成
敗
、
要
は
今
年
に
あ
り
一
と
い
っ
て
出
兵
を
促
し
た
。

そ
こ
で
翌
永
元
元
年

北
皐
子
は
忽
ち
逃
亡
し
、

し
こ
の
政
策
の
推
進
者
費
憲
は
同
年
に
訣
せ
ら
れ

長
史
王
輔
が
和
一帯一
の
命
を

翌
五
年
(
九
三
〉
に
は
於
除
縫
は
漢
に
叛
し
て
北
へ
鋳
っ
た
。

受
け
、
任
向
と
と
も
に
こ
れ
を
遣
い
、
於
除
鍵
を
斬
っ
て
そ
の
衆
を
破
っ
た
。

永
元
元
年
の
戦
に
つ
い
て
は
賓
憲
の
俸
に
衣
の
ご
と
く
あ
る
(
後
漢
書
巻
二
三
寅
態
俸
)
。

精
騎
寓
除
、
北
草
子
と
稽
落
山
に
戦
う
。
大
に
こ
れ
を
破
る
。
虜
衆
崩
援
し
、
箪
子
遁
走
す
。
諸
部
を
迫
撃
し
、
遂
に
私
渠
比
鵠
海
に
臨

-109-

去
る
こ
と
三
千
絵
里
、

む
。
名
王
己
下
高
三
千
級
を
斬
り
、
生
ロ
馬
牛
羊
嚢
駁
百
銭
高
頭
を
獲
た
り
:
:
:
〔
賓
〕
憲
・
〔
取
〕
菜
、

石
に
刻
し
功
を
勤
し
、
漢
の
威
徳
を
紀
す
。

迭
に
燕
然
山
に
登
る
。

塞
を

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
稽
落
山
と
私
渠
比
四
聴
海
の
位
置
で
あ
る
。
資
憲
の
進
路
は
、
右
に
述
べ
た
ご
と
く
、

オ
ロ
ッ
ク
ノ

1
ル
の
東
過
に

出
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
湖
の
東
迭
で
西
進
ル

l
ト
は
、
西
北
方
ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
に
向
う
道
、
西
方
ハ
ミ
に
向
う
道
の
二
つ
に
分
れ
る
。

こ
の
と
き
の
北
草
子
の
所
在
が
ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
H

ル
l
ト
の
上
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
位
置
は
西
避
と
と
も
に
盆
々
弟
於
除
粧
の
根
接
地
パ

ル
ク
ル
方
面
と
は
離
れ
て
ゆ
く
。
故
に
北
草
子
は
オ
ロ
ッ
ク
ノ
l
ル
か
ら
程
遠
く
な
い
雨
ル
l
ト
の
聞
に
い
た
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
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山
を
震
見
す
る
。

こ
で
オ
ロ
ッ
ク
ノ

l
ル
の
東
、
塔
奇
よ
り
西
へ
進
む
と
、

こ
れ
が
稽
落
山
で
あ
ろ
う
。

克
里
園
博
羅
阿
林
(
内
府
輿
闘
八
排
西
二
)
・
克
皇
国
博
洛
山

q
z
n
F
子
-S)
な
る

克
里
園
博
羅
阿
林
の
モ
ン
ゴ
ル
名
は
難
解
で
あ
る
が
、
。

W
5ロ
ゲ
O
H
O

白
ロ
ロ
(
汚
れ
た
灰
色
の
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山
〉
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
稽
落
は
こ
の
語
の
は
じ
め

の
E
円
(
H
同
町
〉
(
汚
れ
た
)
を
寓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

内
府
秘
園
二
排
四
践
に
は
岡
山

を

穴

m--zgg
と
ヨ
と
す
る
が
、
漢
字
一
音
を
そ
の
ま
ま
満
洲
文
字
で
寓
し
た
だ
け
で
、
も
と
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
轄
篤
と
は
思
わ
れ
な
い
。

内
府
輿
固
と

O
Zの
を
併
せ
見
る
と
、
奔
塔
里
克
必
投
の
流
れ
入
る
湖
が
察
空
油
爾
で
あ
り
(
内
府
輿
闘
八
排
西
二
)
、
そ
れ
は
∞

g
ロ件目白

m
g

E
R
(ozp
司
l

∞
〉
に
首
り
、
こ
の
湖
名
は
、
そ
の
南
に
切

a
g
g品
目

E
一
か
あ
る
か
ら
、
綴
字
は

回
ミ

8
2
Eロ
ロ
印
可
己
円
で
あ
る
。

そ
の
察
翠
涛
爾
の
西
に
克
里
園
博
羅
阿
林
が
あ
り
、
そ
れ
が

O
Zの
で
は
九
、

O
二
O
フ
ィ
ー
ト
の
高
山
に
嘗
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
稽
落
山
と
同

一
と
思
わ
れ
る
の
が
秋
乗
の
弟
襲
の
戦
っ
た
金
微
山
で
あ
る
(
後
漢
書
各
一
九
秋
褒
俸
)
。

〔
永
元
〕
三
年
、

〔
賓
〕
憲
ま
た
河
西
を
出
ず
。
要
を
以
て
大
将
軍
左
校
尉
と
な
し
、
精
騎
八
百
を
牌
い
て
居
延
塞
を
出
で
、
直
に
北
軍

子
の
廷
に
奔
る
。
金
微
山
に
於
て
閑
氏
・
名
王
己
下
五
千
徐
級
を
斬
る
。
単
子
、
数
騎
と
脱
れ
亡
ぐ
。
牽
く
そ
の
旬
奴
の
珍
賓
財
畜
を
獲

り
、
塞
を
去
る
こ
と
五
千
絵
里
に
し
て
還
る
。
漢
よ
り
の
出
師
の
未
だ
嘗
て
至
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
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同
様
に
(
後
漢
書
巻
二
三
機
憲
市
博
)
、

〔
資
憲
〕
ま
た
右
校
尉
秋
聾
・
司
馬
任
向

・
越
博
等
を
遣
し
、
丘
ハ
を
率
い
て
北
虜
を
金
微
山
に
撃
た
し
む
。
大
に
こ
れ

を
破
る
。
克
獲
甚
だ
衆
し
。
北
単
子
逃
走
し
、
在
る
所
を
知
ら
ず
。

明
年
〈
永
元
三
年
)

と
あ
る
。
敵
襲
が
居
延
の
塞
を
出
て
直
に
北
草
子
廷
に
至
る
と
い
う
の
は
、
前
例
の
ご
と
く
オ
ロ
ッ
ク
ノ
l
ル
の
あ
た
り
に
直
行
し
た
こ
と
で

あ
る
。
北
草
子
は
ト
イ
河
の
西
方
草
原
に
い
た
の
で
こ
こ
に
至
り
、
金
微
山
で
戦
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
金
微
山
は
先
の
稽
落
山

師
ち
克
里
圃
博
羅
阿
林
に
比
定
す
る
よ
り
外
は
な
い
。

ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

金
微
々

.3skgmH
は

OE2(リ
の

EC〉

「
塞
を
去
る
こ
と
五
千
飴
里
」
或
は
「
漢
よ
り
の
出
師
の
未
だ
嘗
て
至
ら
ざ
る
所
な
り
」
と
い
う
の
は
誇
張
で

を
寓
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か

あ
ろ
う
。

た
だ
殆
ど
同
時
期
の
戟
で
あ
り
な
が
ら

一
方
で
は
稽
落
山
と
い
い
、
他
方
で
は
金
微
山
と
い
う
の
は
報
告
者
が
前
者
で
は
費
憲
で

あ
り
、
後
者
で
は
敵
襲
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(

7

)

 

向
白
鳥
氏
は
金
微
山
を
ア
ル
タ
イ
山
脈
中
の
一
峰
と
す
る
が
、
ア
ル
タ
イ
山
の
南
支
と
見
れ
ば
嘗
た
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。



績
い
て
は
私
渠
比
韓
海
の
位
置
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
永
元
二
年
に
、
憲
の
遣
し
た
大
賂
軍
中
護
軍
班
固
が
大
使
と
な
っ
て
北
里
子
の
も
と
に

行
き
、
「
私
渠
海
に
至
っ
て
還
っ
た
」
(
後
漢
書
貸
憲
停
、
同
書
巻
四
O
下
、
班
闘
停
)
と
あ
る
私
渠
海
と
同
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

清
代
の
地
園
等

を
見
る
と
、

克
里
圃
博
羅
阿
林
よ
り
西
北
に
上
っ
た
所
に
錫
爾
恰
津
爾
が
あ
る
〈
内
府
輿
園
七
排
西
二
〉
。

巴
円
三

-zr-mR(茶
色
の
草
地
)
と
思
わ
れ
、
海
は
こ
の
草
地
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
私
渠
比
醍
海
の
位
置
で
あ
ろ

ぅ
。
私
渠
比
醍

J
N
.
q
m
u
S
』
官
民
間
可
之
内
向
は

白
々
z-
は
本
来
馬
の
栗
毛
色
を
意
味
し
、
栗
毛
色
の
馬
が
白
々
曲
で
あ
る
。
先
ず
湖
名
の

ω
5
6
ロ
ミ
日

が
あ
り
、

名
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
内
府
輿
固
と

O
Zの
と
を
併
せ
讃
む
と
、
克
里
園
博
羅
阿
林
の
西
北
に
錫
爾
恰
阿
林

l
r
F
E
-
が
あ
り
、
そ

そ
れ
に
関
聯
し
て
草
地

の
東
に
乾
湖
が
あ
る
。

0
2の
で
は
名
は
附
せ
ら
れ
て
い
な
い
が

こ
れ
が
錫
爾
暗
涼
爾
に
違
い
な
い
〈
内
府
輿
園
七
排
西
二
、
。

z
p
司

1
3。

こ
こ
で
北
畢
子
の
本
隊
は
徹
底
的
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

資
憲
の
軍
が
オ
ロ

y
ク
ノ

l
ル
の
東
を
通
る
道
を
辿
っ
た
こ
と
は
、

た
と
き
の
記
録
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
(
貌
書
各
一

O
三
、
嬬
腕
停
〉
。

北
観
の
世
組
太
武
一
帝
が
紳
腐
二
年
(
四
二
九
〉

に
嬬
嬬
の
大
檀
を
伐
つ

-111ー

車
駕
は
東
道
に
出
で
黒
山
に
向
い
、

す
み
や

月
、
沙
漠
南
に
次
り
、
輔
重
を
舎
い
て
軽
か
に
こ
れ
を
襲
う
。
栗
水
に
至
り
、
大
檀
の
衆
西
奔
す
。
弟
匹
繋
先
に
東
落
を
典
る
。
ま
さ
に

〔
二
年
四
月
〕

卒
陽
王
長
孫
翰
は
西
遁
よ
り
大
賊
山
に
向
い

と
も
に
賊
庭
に
舎
せ
ん
と
す
。
五

大
檀
に
赴
か
ん
と
し
翰
の
軍
に
遇
う
。
翰
騎
を
縦
っ
て
こ
れ
を
撃
ち
、
そ
の
大
人
数
百
を
殺
す
。
大
檀
こ
れ
を
聞
い
て
震
怖
し
、
そ
の
族

黛
を
将
い
、
鹿
舎
を
焚
焼
し
、
跡
を
紹
ち
て
西
走
し
、
至
る
所
を
知
る
な
し
。
是
に
於
て
園
落
四
散
し
、
山
谷
に
鼠
伏
し
、
畜
産
野
に
布

く
も
人
の
牧
視
す
る
な
し
。
世
租
栗
水
に
縁
っ
て
西
行
し
、
漢
賂
資
憲
の
故
国
墜
を
過
ぐ
。
六
月
、
車
駕
菟
園
水
に
次
る
。
卒
城
を
去
る
こ

西
は
張
披
水
に
接
し
、
北
は
燕
然
山
を
渡
る
。

と
三
千
七
百
里
。
軍
を
分
っ
て
捜
討
し
、
東
は
翰
海
に
至
り
、

先
ず
東
道
に
出
て
世
組
の
向
っ
た
黒
山
で
あ
る
。

こ
れ
は
フ
フ
ホ
ト
の
北
に
あ
る
恰
並
克
泌
阿
林
ハ
内
府
輿
闘
八
誹
西
一
)
・
略
刑
克
親
山

(
匂
ロ

n
z
-
Z
円・
3
・沢田
H

白ぬ一
nFロ
白
FH〈
O
R白『口』口同
-
E
(内
府
秘
圏
三
排
一
一
一
説
)
で
あ
ろ
う
。

意
味
は
ま
さ
に
「
黒
山
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
西
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遣
に
出
て
長
孫
翰
の
向
っ
た
大
蛾
山
、
令
.
3
h
b

は、

烏
並
特
前
旗
(
嘗
時
の
沃
野
鎮
の
正
北
)
の
北
に
あ
る
達
空
徳
爾
阿
林
(
内
府
輿
園
八
排
西
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一
〉
・
大
漢
得
見
山

2
5
Z・2『・
3
・
0
同

y
g
号
一
色
弓
〈
ロ
ミ
ミ
自
仏
己
主
5
(仔
馬
の
髭
の
よ
う
な
山
〉
(
内
府
-秘
闘
三
排
三
鋭
)
で
あ
ろ
う
。

で
は
共
に
曾
す
る
こ
と
を
期
し
た
賊
庭
は
何
蕗
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
じ
嬬
嬬
俸
の
中
に
、
大
檀
に
先
行
す
る
祉
輸
に
つ
い
て
、

社
愉
遠
く
漠
北
に
遁
れ
、
高
車
を
侵
し
、
深
く
そ
の
地
に
入
る
。
途
に
諸
部
を
弁
せ
、
凶
勢
盆
々
振
う
。
北
し
て
弱
洛
水
に
徒
り
、
始
め

て
軍
法
を
立
つ
。
千
人
を
軍
と
な
し
、

箪
ご
と
に
将
一
人
を
置
く
。
百
人
を
随
と
な
し
、
憧
ご
と
に
師
一
人
を
置
く
。

と
述
べ
、
弱
洛
水
が
彼
等
の
根
接
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
い

っ
て
い
る
。
弱
洛
水
は
オ
ン
ギ
ン
河
に
首
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
理
由
は

必
ず
し
も
充
分
に
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
そ
れ
よ
り
更
に
北
の
ハ
ン
ガ
イ
山
眠
東
部
を
越
え
た
所
に
あ
る
ト
ラ
河
の
一
水
源
地
、

錫
技
那
倫
必
桂
(
内
府
輿
園
七
排
西
一
)
・
巴
E
己
B
E
E〈
巴

Z
己
ミ
自
玄
E
(内
府
秘
闘
二
排
四
銃
)
に
相
違
な
い
。
弱
洛
道
、
N
、
主
旨
は
明
日円曲

(
l
m
R
白
)
を
寓
し
て
お
り
、
錫
並
酬
明
倫
必
桂
は
喰
蛙
郡
倫
必
柱
。
印
E
C
-ミ
B
E
E
(内
府
秘
園
二
排
三
放
〉
と
並
ん
で
ト
ラ
河
の
水
源
地
帯

を
形
成
し
て
い
る

(ozp
司∞〉
。
こ
こ
は
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
の
北
に
首
り
、

唐
代
の
カ
ラ
バ
ル
ガ
ス
ン
、
清
代
の
エ
ル
デ
ニ
ジ
ョ

l
の
東
南
に

-112ー

位
置
し
、
正
に
北
方
民
歴
代
の
王
庭
の
地
そ
の
も
の
で
あ
る
。
世
組
・
長
孫
翰
の
目
差
し
た
嬬
隔
の
王
庭
は
こ
の
地
と
見
て
誤
り
な
い
。
世
租

等
は
黒
山
・
大
峨
山
よ
り
正
北
に
作
戦
軍
を
進
め
、
根
嬢
地
弱
洛
水
に
至
ら
ず
、
途
中
で
匹
繁
の
軍
を
伐
ち
、
栗
水
か
ら
西
へ

軍
を
碍
じ
た
の

で
あ
る
。

五
月
に
な

っ
て
至

っ
た
栗
水
は
、

オ
ン
ギ
ン
河
又
は
そ
の
注
ぐ
湖
、
胡
爾
牢
那
倫
都
諜
(
内
府
輿
闘
八
排
西
一
)
・
呼
投
略
五
郎
都
模

Q
R
Z
-

子-∞
)
で
あ
ろ
う
。
多
分
そ
の
色
が
濃
い
茶
色
で
あ
っ
た
た
め
に
、
栗
水
の
名
で
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
世
組
は
こ
の
河
又
は
湖
の
迭
に
よ

っ
て
西
行
し
、

「
後
漢
の
費
憲
の
故
田
盟
を
過
ぎ
た
」
と
い
う
。
こ
の
文
章
は
重
要
で
あ
る
。
憲
は
前
述
の
ご
と
く
ト
ス
ト
山
か
ら
正
北
行
し
て

オ
ロ
ッ
ク
ノ
l
ル
の
東
に
出
た
。
世
租
も
大
凡
に
お
い
て
オ
ン
ギ
ン
河
河
口
か
ら
西
行
し
て
こ
の
地
に
出
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
前
に
も
燭
れ

た
ご
と
く
オ
ル
ホ
ン
の
王
庭
か
ら
南
に
下
る
幹
線
道
路
が
ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
H

ル
ー
ト
と
交
る
所
で
あ
る
。

世
租
が
次
に
至
っ
た
菟
園
水
、
き
町
民

8
3
は
ま
ち
が
い
な
く
、
北
方
か
ら
流
れ
来
り
オ
ロ
ッ
ク
ノ
l
ル
に
注
ぐ
ト
イ
河
、
吋
E
uユ
ロ
百
三

(
8
)
 

即
ち
推
河
で
あ
る
。
そ
の
後
世
租
が
北
に
準
ん
で
至
っ
た
燕
然
山
が
ハ
ン
ガ
イ
山
で
あ
る
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
。



肉
親
書
巻
三
五
遅
浩
俸
に
は
、
世
粗
の
道
程
に
つ
い
て
、

世
租
弱
水
に
沿
う
て
西
行
し
、
琢
邪
山
に
至
る
。

北
貌
代
に
は
エ
チ
ネ
河
を
指
す
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
(
旬
奴
篤
二
三
頁
〉
、

俸
が
嬬
嬬
俸
の
栗
水
を
弱
水
と
見
な
し
た
た
め
の
誤
っ
た
記
述
で
あ
る
。
稼
邪
山
も
前
述
の
ご
と
く
ト
ス
ト
山
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
エ
チ
ネ
河

と
い
う
。
弱
水
は
内
田
氏
が
揮
す
る
ご
と
く

こ
れ
は
遅
浩

の
河
口
の
正
北
に
あ
り

エ
チ
ネ
よ
り
西
行
し
て
至
る
所
で
は
な
い
。
而
し
て
栗
水
が

エ
チ
ネ
河
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
よ
り
西
行
し
て

「費
憲
の

故
量
」
・
「
菟
園
水
」
に
は
曾
わ
な
い
筈
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
地
は
エ
チ
ネ
河
よ
り
見
て
も
そ
の
正
北
の
方
向
に
嘗
り
、
「
西
行
」

の
方
面
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
栗
水
は
オ
ン
ギ
ン
河
又
は
そ
の
注
ぐ
湖
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
と
す
る
と
西
行
し
て
行
き

嘗
っ
た
「
賓
憲
の
故
曇
」
は
ト
ス
ト
山
よ
り
オ
ロ
ッ
ク
ノ

I
ル
東
泊
埋
ま
で
の
線
の
何
れ
か
の
地
で
あ
り
、
形
勢
か
ら
察
す
る
と
前
述
の
ご
と
く

オ
ロ
ッ
ク
ノ
l
ル
の
東
謹
、
塔
奇
あ
た
り
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

(
六
)

燕

然

山

-113ー

と
こ
ろ
で
資
憲
・
秋
乗
、
或
は
貌
の
世
租
の
登
っ
た
燕
然
山
と
は
何
慮
の
山
で
あ
ろ
う
か
。
漢
書
旬
奴
俸
上
に
は

c
文
の
後
に
、
武
師
将
軍

が
亙
盛
の
援
で
家
族
が
捻
わ
れ
た
の
を
救
わ
ん
と
し
て
前
線
で
の
功
を
急
ぎ
、
反
っ
て
箪
子
の
作
戦
に
躍
り
降
服
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
朕
況

を
次
の
ご
と
く
い
う
。

京
師
深
く
入
っ
て
功
を
要
め
ん
と
欲
し
、
遂
に
北
し
て
部
居
水
上
に
至
る
。
虜
己
に
去
る
。
京
師
護
軍
を
遣
し
二
寓
騎
を
持
い
て
部
居
の

水
を
度
ら
し
む
:
:
:
〔
武
師
〕
兵
を
引
い
て
還
り
、
速
邪
烏
燕
然
山
に
至
る
、
〔
草
子
〕
夜
、
漢
軍
の
前
に
堕
す
e

深
さ
数
尺
、
後
よ
り

急
に
こ
れ
を
撃
つ
。
軍
大
に
範
れ
敗
れ
、
武
師
降
る
。
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京
師
の
軍
は
セ
レ
ン
ゲ
河
を
渡
り
、
引
返
し
て
速
邪
烏
燕
然
山
に
至
っ
て
い
る
。
速
邪
烏
控
除

J
M
.
Q
S
は

ω丘ロ
m
B
(傘
敬
す
べ
き
)
と
関

聯
あ
る
語
で
、
燕
然
山
が
神
格
化
さ
れ
て
い
る
放
の
形
容
で
あ
ろ
う
。
顔
師
古
は
、
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速
邪
烏
は
地
名
な
り
。
燕
然
山
は
其
中
に
あ
り
。

と
注
す
る
が
、
従
い
が
た
い
。
し
か
し
こ
れ
で
燕
然
山
は
明
ら
か
に
セ
レ
ン
ゲ
河
の
南
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
山
は
従
来
も
ハ
ン
ガ
イ
山
に

比
定
さ
れ
、
買
は
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
承
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
名
稽
の
由
来
は
明
か
で
な
か
っ
た
。
ハ
ン
ガ
イ
山
東
部
が
ウ
ト
ウ
ケ
ン
山
を

〈

9
)

含
み
、
突
厭
等
の
遊
牧
民
に
と
っ
て
神
聖
な
山
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
山
田
氏
が
述
べ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
う
と
す
る
と
前
代
の
旬
奴
の
時

代
に
も
や
は
り
ハ
ン
ガ
イ
山
は
彼
等
に
紳
聖
-
損
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
で
紳
を
意
味
す
る
叶
ロ
m
ユ

可
宮
市
守
口
(
天
の
主
)
に
割
腹
す
る
伺
奴
語
で
以
て
こ
の
山
が
稽
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
燕
然

H.3
誌、
N
J
・h
誌
は

(m) 

何
守
口
(
紳
)
の
昔
需
に
相
違
な
い
。
ハ
ン
ガ
イ
山
は
叉
旬
奴
の
時
代
に
天
山
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
は
駒
井
氏
が
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
が
、

(
江
)

こ
れ
も
「
紳
の
山
」
の
一
意
の
旬
奴
語
で
稽
さ
れ
、
そ
れ
が
天
山
と
誇
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
後
漢
の
時
代
と
な
っ
て
賓
憲
・
欧
乗
の
軍
が
到
達
し
た
燕
然
山
は
勿
論
こ
の
ハ
ン
ガ
イ
山
に
相
違
な
い
こ
と
が
分
る
。
尤

も
ハ
ン
ガ
イ
山
は
東
西
に
長
い
山
脈
で
あ
り
、

内
府
興
国
(
七
排
西
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雨
将
軍
の
登
っ
た
所
が
そ
の
何
蕗
に
首
る
か
は
逮
か
に
は
定
め
が
た
い
。

二
)
が
抗
露
阿
林
と
標
し
て
い
る
の
は
堆
必
並

・
郡
南
海
必
桂
の
水
源
地
帯
で
あ
り
、

o
z
p
m，I
∞
で
は
そ
こ
に
一
一
、
九
八

0
・
一
て
七

(
ロ
〉

O
O
フ
ィ
ー
ト
の
高
山
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
附
近
が
彼
等
の
目
差
し
た
燕
然
山
で
あ
ろ
う
。
或
は
突
厭
時
代
の
ウ
ト
ヮ
ケ
ン
山
も
こ
の

所
の
山
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
七

〉

旬

奴

河

資
憲
の
北
旬
奴
討
伐
の
翌
年
、
永
元
二
年
(
九
O
)
春
に
、
南
旬
奴
草
子
の
請
に
よ
り
、

再
び
北
旬
奴
の
討
伐
が
行
わ
れ
た
(
後
漢
書
南
旬
奴

停)。

南
車
子
ま
た
上
り
て
北
庭
を
滅
さ
ん
こ
と
を
求
む
、
是
に
於
て
左
谷
教
王
師
子
等
を
遣
し
左
右
部
八
千
騎
を
賂
い
て
鶏
鹿
塞
を
出
で
し

め
、
中
郎
防
柑
敵
語
、
従
事
を
遣
し
て
以
て
こ
れ
を
護
ら
し
む
。
琢
邪
山
に
至
り
、
乃
ち
鞘
重
を
留
め
、
分
ち
て
二
部
と
な
し
、
各
々
軽
兵



を
引
い
て
雨
道
よ
り
こ
れ
を
襲
う
。
左
部
は
北
し
て
西
海
を
過
ぎ
、
河
雲
の
北
に
至
る
。
右
部
は
旬
奴
河
水
よ
り
西
し
て
天
山
を
躍
り
、

南
し
て
甘
微
水
を
渡
り
、
二
軍
倶
に
曾
し
、
夜
北
皐
子
を
園
む
。
:
:
:
単
子
創
を
被
り
、
馬
よ
り
藍
ち
て
ま
た
上
る
。
軽
騎
数
十
を
賂
い

て
遁
走
し
、
僅
に
し
て
菟
れ
脆
る
。

こ
の
戟
は
北
皐
子
の
惨
傷
た
る
敗
北
で
終
っ
た
が
、

の
正
北
の
ト
ス
ト
山
で
、
こ
こ
で
軍
は
左
右
に
分
れ
た
。

先
ず
左
部
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
出
て
く
る
旬
奴
河
水
が
問
題
で
あ
る
。
出
費
貼
の
琢
邪
山
は
前
述
の
ご
と
く
居
延

「
北
し
て
西
海
を
過
ぎ
河
雲
の
北
に
至
っ
た
」
と
い
う
。
こ
れ
も
前
に
絹
れ
た
が
、
ト
ス
ト
山
か
ら
北
方
へ
の
準
撃

は
東
西
波
稽
山
の
聞
を
通
っ
て
行
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
西
海
と
い
う
の
は
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
ル

l
ト
に
よ
る
限
り
、
道
は
オ

ロ
ヅ
ク
ノ
l
ル
の
所
に
出
る
。
そ
の
オ
ロ
ッ
ク
ノ
l
ル
は
、
東
に
シ
ラ
ブ
ル

ト
ノ
l
ル
(
錫
並
布
皇
国
津
爾
、

ω町
与

E
C
E
Eる
と
並
ん
で
存
在

し
て
い
る
か
ら
ハ
内
府
輿
園
八
排
西
二
)
、

西
海
は
正
に
オ
ロ
ッ
ク
ノ

l
ル
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

人
に
よ

っ
て
は
更
に
そ
の
西
の
パ
イ
タ
リ
ヅ
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ク
河
(
奔
遼
皇
克
必
位
、
回

4
5
g『
r
E〉
の
注
ぐ
チ
ャ
ガ
ン
ノ
l
ル
(
察
寧
津
爾
、
。
ミ

E
S
E
-
F
U可曲ロ円曲可曲ロ

E
E『
〉
を
い
う
も
の
も
あ
る

が
、
こ
れ
で
は
西
海
た
る
所
以
の
説
明
は
で
き
な
い
。
こ
の
西
海
は
シ
ラ
ブ
ル
ト
ノ
l
ル
と
並
ん
で
-
初
め
て
オ
ロ
ッ
ク
ノ
l
ル
そ
の
も
の
を
指

で
は
そ
の
次
に
至
っ
た
河
雲
は
何
慮
か
。
こ
れ
は
そ
の
西
北
ナ
リ
ン
河

納
基
必
泣
)
の
注
ぐ
ア
ド
ギ
ン
チ
ャ
ガ
ン
ノ
l
ル
〉
仏
関
一
円
三
口
同
印
刷
wm
円
曲
ロ
ロ
ロ
日
〈
〉
仏
具
・
1
ロ

g
Eロ
ロ
ミ
日
の
南
の
ナ
リ
ン
ハ
ル
ウ
l
ル
山

Z
R
U『5
7
R
C乙
八

Z
R
U『
宮
古

E
ミ
z
g
(
O
Z。・明
1
3
で
あ
ろ
う
。
河
雲
汽
ぉ
l

九
九
尽
き
は
こ
の
ハ
ル
ウ
l
ル
ロ
同門白血「
Z
F
を
寓
し
た
も

す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

Z
R
Uユ
ロ
『
O

己
(
内
府
輿
園
八
排
西

の
に
相
違
な
い
。

右
部
の
作
戦
ル

l
ト
は
嘗
然
こ
の
中
央
道
よ
り
東
を
辿
る
遁
で
あ
る
。

ミ
-
言
、
-
は
多
分
タ
ミ
ル
河
の
上
流
北
側
を
東
北
へ
流
れ
、

(

日

〉

あ
ろ
う
(
。

zο
司

1
3。
天
山
は
ハ
ン
ガ
イ
山
で
、

こ
れ
を
逆
に
甘
微
河
か
ら
下
っ
て
い
っ
て
み
よ
う。

甘
微
河
ど
さ

セ
レ
ン
ゲ
河
の
上
流
を
形
成
す
る
ハ
ヌ
イ
河
出
自
己

m乙
〈
〈
O
B
E
『o
c
-
3
で

755 

「
こ
れ
を
麗
る
」
と
い
う
の
は
北
側
を
廻
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

何
に
し
て
も
オ
ン
ギ
ン
河
と
考
え
る
よ
り
外
は
な
い
。
即
ち
右
部
作
戦
の
道
程
は
、
オ
ン
ギ
ン
河
西
岸
に
沿
っ
て
ハ
ン
ガ
イ
山
の
北
側
に
出
、

と
す
る
と
旬
奴
河
水
は
如
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西
行
し
て
ハ
ヌ
イ
河
上
流
を
渡
っ
た
こ
と
に
な
る
。
左
右
雨
軍
の
倶
に
曾
し
た
地
貼
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

ハ
ヌ
イ
河
と
ハ
ル
ウ
ー
ル
山
の
閲

と
す
れ
ば
ハ
ン
ガ
イ
山
の
南
側
の
草
原
地
帯
で
あ
ろ
う
し
、
戦
場
も
そ
の
附
近
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
左
右
の
軍
、
特
に
右
軍
の
北

か
ら
の
出
現
は
、
北
草
子
の
多
分
致
期
し
な
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
、
北
草
子
が
行
方
知
れ
ず
に
な
る
程
大
敗
し
た
の
も
嘗
然
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
旬
奴
河
水
は
オ
ン
ギ
ン
河
と
し
て
確
定
し
た
と
思
う
が
、
向
関
聯
す
る
こ
、
三
の
史
料
を
こ
こ
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

後
漢
の
明
一
帝
永
卒
十
六
年
(
七
三
〉
に
貧
困
は
北
旬
奴
討
伐
に
向
っ
た
が
、

そ
の
と
き
の
各
軍
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
(
後
漢
書
南
旬

奴
出
降
、
貧
困
俸
〉
。

出
田
技
黙

目
的
地

延

山
↓
蒲
類
海
↓
伊
吾
虚

木

棲

山
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第

費
固

・
歌
忠
の
軍
(
主
力
)

秋
乗

・
秦
彰
の
軍

酒

泉
↓
天

第

居

塞
↓
三

第

祭
彫
・
呉
裳
の
軍

高

閥

塞
↓
滋

邪

山

第
四

来
苗

・
文
穆
の
軍

卒

城

塞
↓
旬

奴

河

「こ

の
山
で
呼
桁
王
を
討
ち、

酒
泉
か
ら
ハ
ミ
に
至
る
西
北
ル

l
ト
で、

王
の
奔
る
の
を
追
っ

て
蒲
類
海
に
至
っ
た
」 こ

こ
に
い
う
天
山
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
天
山
山
眠
で
あ
る
。

と
い
う
か
ら
に
は
、

軍

第

一
の
費
国
軍
の
作
戦
路
は
、

tま

恐
ら
く
?
?
を
逼
っ
て
科
高
官
圃
達
巴
漢

問
。
回
目
可
巾

S
E
E
m白
ロ
(
内
府
輿
間
八
排
西
二
)
の
附
、近
で
戦
が
行
わ
れ
、

こ
の
峠
を
越
し
て
バ
ル
ク
ル
へ
と
迫
撃
を
敢
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

市
し
て
こ

の
ル

l
ト
を
戻
っ
て
ハ
ミ
〈
伊
吾
底
)
に
軍
の

一
部
を
駐
屯
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
天
山
は
天
山
山
脈
の
東
端
と
見
る
よ
り

外
は
な
い
。

第
二
の
駄
乗
軍
の
目
的
地
三
木
棲
山
は
難
解
で
あ
る
が
、
割
旬
奴
の
基
本
的
大
道
が
居
延
か
ら
オ

ロ
γ
ク
ノ
l
ル
に
向
う
も
の
で
あ
っ

た
こ

と
を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
歌
手
衆
軍
は
こ
の
大
道
を
直
進
し
た
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
す
る
と
彼
等
は
オ
ロ
ッ
ク
ノ

l
ル
の
過
り
を
目
標

と
し
て
定
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
湖
の
東
に
は
錫
位
布
里
園
津
爾
が
あ
る
〈
内
府
輿
園
八
排
西
二
〉
。
一
音
の
類
似
か
ら
す
る
と
こ
の
湖



ハM
H
〉

の
傍
に
三
木
棲
山

ζ
還
さ

H
h
b

月刊帽でハ

ω
R
E円

E-〈
巴
E
E
H
再
三回

が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
居
延
か
ら
の
六
百
里
と
い
う
距
離
も

ほ
ぼ
こ
れ
に
一
該
嘗
す
る
で
あ
ろ
う

o
o
z
p
司
l
∞
に
は
錫
桂
布
里
園
津
爾
を
吋

2
2
5
2
a
gロ
ロ
ロ
日
と
し
、
そ
の
東
北
に
七
、
一
二

O

フ
ィ
ー
ト
の
山
を
記
し
て
い
る
。
蓋
し
こ
れ
が
三
木
棲
山
で
あ
ろ
う
。
但
し
三
木
棲
の
木
字
は
不
忠
吉
の
誤
り
と
見
て
の
話
で
あ
る
。

第
三
の
祭
影
軍
が
琢
邪
山
を
目
標
に
し
た
の
は
、
取
乗
軍
が
こ
こ
を
通
っ
て
北
進
し
た
後
、
そ
の
後
方
に
備
え
る
た
め
に
移
動
の
命
を
受
け

た
も
の
と
見
た
い
。

第
四
の
来
苗
軍
の
出
瑳
貼
は
卒
城
(
大
同
附
近
)
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
北
行
し
て
至
る
旬
奴
河
水
は
、
や
は
り
オ
ン
ギ
ン
河
と
す
る
よ
り
外
は

な
い
。
最
右
翼
の
軍
と
し
て
オ
ン
ギ
ン
河
方
面
に
向
う
の
は
極
め
て
自
然
な
作
戦
の
あ
り
方
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
の
例
は
、
前
漢
の
元
鼎
六
年
(
前
一
一
一
)
に
行
わ
れ
た
作
戦
で
あ
る
(
史
記
伺
奴
停
)
。

烏
維
草
子
立
ち
て
三
年
、
漢
は
己
に
南
越
を
減
す
。
故
太
僕
〔
公
孫
〕
賀
を
遣
し
寓
五
千
騎
を
賂
い
て
九
原
を
出
で
し
め
る
こ
と
二
千
齢

里
、
浮
直
井
に
至
り
て
還
る
。
旬
奴
の
一
人
も
見
ず
。
漢
ま
た
故
従
腰
侯
趨
破
奴
の
高
絵
騎
を
遣
し
、
令
居
を
出
ず
る
こ
と
数
千
里
、
旬

河
水
に
至
り
て
還
る
。
亦
旬
奴
の
一
人
も
見
ざ
り
き
。
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(
日
)

こ
の
文
中
の
浮
直
井
は
九
原
か
ら
二
千
除
里
と
あ
る
が
、
九
原
よ
り
正
北
に
進
む
と
巴
彦
多
布
の
北
に
礼
格
蘇
治
井
な
る
地
名
を
護
見
す
る
。

こ
れ
が
浮
宜
井
の
所
在
地
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
推
和
碩
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
聞
の
距
離
は
二
千
絵
里
を
、
遥
か
に
越
す
の
で
成
立

格
蘇
治
は
】
伊
豆
田
口
口
F

(

漁
夫
〉
と
思
わ
れ
る
の
で
井
は
泉
と
い
う
よ
り
は
小
湖
で
あ
ろ
う
。

し
な
い
。

o
z
p
司
l
∞
で
は
回

a
g
L
o
σ
0
2自
由
(
巴
彦
多
布
)
の
北
切
ロ
ヨ
ロ

Z
0
4
0
0〈
切
ミ

g
z
o
E
E
の
近
過
が
こ
れ
に
嘗
る
。
礼

漢
書
旬
奴
停
上
の

越
破
奴
の
至
っ
た
旬
河
水
は
、

同
様
の
文
で
は
旬
奴
河
水
に
作

っ
て
い
る
が
、
同

一
の
河
と
見
て
差
支
え
な
い
。
た
だ
そ
う
す
る
と
越
破
奴
は
令
居
(
蘭
州
北
)
を
出
て
か
ら
正

北
に
進
み
オ
ン
ギ
ン
河
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
距
離
は
九
原
・
浮
宜
井
聞
の
二
倍
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
数
千
里
と
い
う
の
も

そ
れ
程
誇
張
さ
れ
た
言
僻
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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以
上
主
と
し
て
清
代

・
現
代
の
地
固
に
現
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
名
を
手
が
か
り
に
旬
奴
の
地
名
を
そ
れ
ぞ
れ
比
定
し
て
き
た
。
中
に
は
既
に
比
定

さ
れ
て
い
る
地
名
も
あ
る
が
、
本
稿
で
よ
り
一
層
確
質
さ
を
加
え
た
地
名
も
な
い
で
は
な

い
。
例
え
ば

「
中
園
歴
史
地
問
集
」

第
二
姉
第
三
十

し
か
し
啄
邪
山
・

旬

九
園
、
旬
奴
等
部
を
見
る
と
、
凌
稽
山

・
姑

E
水

・
龍
勤
水

・
燕
然
山
の
位
置
は
本
稿
の
考
察
と
そ
れ
ぞ
れ

一
致
す
る
。

奴
河
水

・
私
渠
比
輯
海
の
位
置
は
本
稿
の
比
定
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
龍
勤
水

・
旬
奴
河
水
を
除
い
て
、
右
の
地
名
は
す
べ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
の

針
比
で
解
き
得
た
し
、
他
に
も
従
来
位
置
不
明
で
あ
っ
た
山
川
名
を
モ
ン
ゴ
ル
語
を
針
腔
さ
せ
る
こ
と
で
明
か
に
し
得
た
も
の
が
若
干
あ
る
。

ト
ル
コ
族
支
配

旬
奴
時
代
か
ら
清
代
ま
で
は
十
数
世
紀
も
経
て
お
り
、
地
名
は
か
な
り
嬰
動
し
て
い
る
ご
と
く
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

の
時
代
を
通
過
し
て
も
向
旬
奴
時
代
の
地
名
は
モ
ン
ゴ
ル
族
の
聞
に
侍
承
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
扱
っ
た
旬
奴
語
地
名
は
必
ず
し

も
多
く
は
な
い
が
、
他
の
旬
奴
時
代
の
地
名
で
も
今
後
モ
ン
ゴ
ル
語
の
地
名
の
中
に
そ
の
姿
を
設
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
が
用
い
た

方
法
は
別
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
従
来
除
り
用
い
ら
れ
な
か

っ
た
地
固
類
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
若
干
異
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

た
。
讃
者
諸
賢
の
叱
正
を
請
う
と
同
時
に
、
先
息
?
の
諸
氏
の
高
見
に
加
え
た
妄
評
に
つ
い
て
は
海
容
を
乞
い
た
い
と
思
う
。
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詰ハ
1
)

佐
藤
長
「
旬
奴
園
家
の
性
絡
に
つ
い
て
」
鷹
俊
史
摩
第
十
五
鋭
、

卒

成
元
年
、一

頁。

〈

2
)

阿
塔
鴎
一
音
淫
巴
漢
を
〉
S
E，u
ニロ

E
E
mg
と
見
る
と
、
ア
タ
ガ

は
モ
ン
ゴ
ル
の
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
東
の
四
十
八
天
の
最
高
紳

ア
タ
ガ
テ
ン
グ
リ
に
蛍
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
利
光
有
紀
氏
の
、
ホ
ル

ツ
パ

l
タ
ル
者
「
恰
騰
根
十
三
家
紳
祭
杷
」
の
紹
介
の
中
に
は
ア
タ
カ

紳
が
存
在
す
る
が
(
史
林
第
七
二
各
二
説
、
一
四
一
一頁
)
、
こ

の
紳
は

チ
ン
ギ
ス
ハ
ン
以
後
の
モ
ン
ゴ
ル
族
に
俸
承
さ
れ
て
お
り
、
旬
奴
の
時

代
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。

(

3

)

白
鳥
庫
吉
「
東
胡
民
族
考
」
白
鳥
全
集
第
四
巻
、

一九

O
頁
。
た
だ

白
鳥
氏
は
、
ウ
イ
グ
ル
以
前
に
そ
の
地
に
旬
奴
・
嬬
嬬
等
が
接
れ
る
放

に、

こ
れ
を
モ
ン
ゴ
ル
語
で
解
律
す
る
も
妨
げ
な
か
る
べ

し
と
し
、
モ

ン
ゴ
ル
諾

C
n
一r
g
(小
さ
い
)
で
あ
り
、
そ
れ
が
ト
ル

コ
語

C
n
c
r
g

で
篤
さ
れ
た
と
す
る
(
前
掲
書

一
九
=息
。

(
4
〉
王
先
謙

「漢
書
補
注
」
第
八
下
之
て
張
披
郡
居
延
豚
の
僚
に
、
厨

延
岡
腕
威
内
な
る
こ
と
を
い
う
。
森
氏
は
労
総
氏
の
設
に
従
い
、
遮
虜
郡

は
後
の
西
夏
の
首
都
カ
ラ
ホ
ト
で
あ
る
と
す
る
(
森
鹿
三
「
居
延
漢
簡

序
読
」
東
洋
史
研
究
第
十
二
巻一一一鋭
、
三
頁
、
二
二
頁)。

し
か
し
居

延
豚
減
の
位
置
は
、
中
園
の
調
査
に
よ
っ
て
も
二
か
庭
が
擬
定
さ
れ
て

お
り
、
貧
際
に
は
何
れ
と
も
確
定
し
が
た
い
よ
う
で
あ
る
(
永
田
英
正
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『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
同
筋
合
、
卒
成
元
年
、
四
二
二
頁
、
四
四
一
頁

註
九
並
に
四
二
四
頁
の
「
エ
チ
ナ
河
流
域
の
漢
代
遺
祉
闘
」
)
。
叉
陳
夢

家
氏
は
、
居
延
都
尉
府
を
カ
ラ
ホ
ト
の
西
方
の
破
滅
子
玄
ロ

4E『r
oご
5

の
地
に
嘗
て
る
が
、
こ
の
設
の
成
立
し
な
い
こ
と
は
、
氷
田
氏
が
述
べ
て

い
る
ご
と
く
で
あ
る
(
永
田
前
掲
書
四
四
五
頁
)
。

(

5

)

白
鳥
「
弱
水
考
」
白
鳥
全
集
第
五
巻
、
六
頁
。

(

6

)

塔
奇
騨
は
塔
楚
河
の
南
端
に
あ
り

Q
E
n
z
-
Z円
-
H
S、
叶
白
rF

m-u、
曲
目
ロ
ロ
と
も
綴
ら
れ
る
所
で
あ
る
(
内
府
秘
園
三
排
四
貌
)
。
こ
の

騨
は
内
府
輿
固
で
は
騨
の
位
置
は
標
示
さ
れ
て
い
る
が
、
騨
名
は
脱
落

し
て
い
る
。
今
は
ブ
ッ
ク
ス
並
に
秘
闘
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
が
確
認
さ

れ
る
。

(
7
〉

白
鳥

「烏
孫
に
就
い
て
の
考
」
白
鳥
全
集
各
六
、
三
九
頁。

(
8
)

世
租
は
こ
の
後
、
高
車
が
巴
尼
阪
に
屯
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
左

僕
射
安
原
紘
一
寸
を
遣
し
て
こ
れ
を
降
服
さ
せ
た
(
貌
霊
園
嬬
嬬
停
、
一
柳
鷹

二
年
八
月
の
傑
)
。
巳
尼
阪
の
巳
を
己
字
の
誤
り
と
す
れ
ば
、
多
分
そ

れ
は
ハ
ン
ガ
イ
の
東
南
端
に
あ
る
伊
呪
繭
阿
林
(
内
府
輿
園
七
排
西

一
)
・
伊
尼
見
阿
林

qcnr・
Z『・

3
・
H
E
-
ω
-
5
(内
府
秘
闘
二
排

三
鋭
)
で
あ
ろ
う
。

(
9
〉
山
田
信
夫
「
テ
ュ
ル
ク
の
聖
地
ウ
ト
ク
ケ
ン
山
」
北
ア
ジ
ア
遊
牧
民

族
史
研
究
、
東
大
出
版
舎
、
一
九
八
九
年
、
六
五
頁。

(
叩
〉
駒
井
義
明
「
前
漠
伺
奴
地
名
略
考
」
史
林
第
一
五
巻
三
鋭
、
一
九
三

O
年
、
六
九
|
七

O
頁。

(
江
)
突
廠
時
代
に
も
ハ
ン
ガ
イ
山
が
天
山
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
容
氏
が
既

に
注
意
し
て
い
る
(
容
仲
勉
「
外
蒙
於
都
斤
山
孜
」
突
阪
集
史
下
街
、

北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
、
一

O
七
九
|
八
二
頁
)
。

(
ロ
)
尤
も
高
さ
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
西
方
パ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
市
の
北
に
一

二、

0
0
0フ
ィ
ー
ト
の
山
が
あ
り
、
こ
れ
が
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
で
最
高

の
山
で
あ
る

(ozp
司

1
3。

(
日
)
ハ
ヌ
イ

0
2
5
の
意
は
不
明
で
あ
る
。
内
府
輿
園
(
七
排
西
二
)

で
は
胡
努
伊
必
設
が
こ
れ
に
首
る
。

(

M

)

後
漢
書
南
旬
奴
停
、
建
初
八
年
の
脇
田
に
、

北
伺
奴
三
木
楼
醤
大
人
稽
留
斯
等
率
三
高
八
千
人
、
馬
二
高
匹
、
牛

羊
十
徐
首
問
、
歎
五
原
塞
降
。

と
あ
る
が
、
三
木
楼
醤
が
三
木
楼
山
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
は
定

め
が
た
い
。
記
し
て
後
考
を
倹
つ
。

(
日
)
「
中
華
人
民
共
和
園
地
闘
集
」
地
図
出
版
社
、
北
京
、
一
九
七
九

年
、
第
三
十
六
図。

向
礼
格
蘇
治
井
の
治
は
台
字
の
誤
り
で
は
な
い
か

と
の
疑
い
も
あ
る
。
台
を
正
し
い
と
す
れ
ば
、

b
B
E
E
-
(魚
の
い

る
)
の
篤
し
で
あ
ろ
う
。
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略
語
表

白
鳥
全
集
H

白
鳥
庫
土
口
『
白
鳥
庫
士
口
全
集
』
岩
波
書
庖
、
昭
和
四
十
四
年
|

四
十
六
年
。

伺
奴
篇
H
内
田
吟
風
『
北
ア
ジ
ア
史
研
究
』
伺
奴
信
刷
、
同
朋
合
、
昭
和
五
十

年。

内
府
輿
闘
u
H
乾
隆
内
府
輿
園
(
清
十
一一一排
闘
)
、
北
京
、
乾
隆
四
十
年
。

内
府
秘
闘
リ
清
一
内
府
一
統
輿
地
秘
闘
、
天
理
図
書
館
蔵
。

司

z
n
ZH
d
p
p
o『
司

z
n
F
同)司

"
H
E
R民
H
S
'
K
A
H
h
a
n
同
町
、
内
g
h
b
h千

N
q
t
H
・
旬
。

r-ロ
m
-
H由
品
川w

-

0
2の
H
O
Y
E
S意
向
弓
S
R
a芯
誌
の
言
ミ
・



満洲zuoling, from which twelve zuoling were separated in the fifteenth

year.

　

Since the so-called Three Feudatories 三藩and Burni (Prince of

the Chakhar Mongols) revoltsoccured justat thattime, it became necessary

to reorganize the military units and transfer these new zuoling. In the

fifteenth year of the Kangχi, the Qing government stationed the New

Manchu zuoling in Ningguta and in the ｎｅχtyear transferred most of

them to Jirin. During the seventeenth and eighteenth year, three zuoling

from Jirin were transferred to the Mukden district.At the end of the

eighteenth year these zuoling were moved from Mukden to Peking･

Moreover, in the twenty-ninth year, the year following the conclusion

of the　Treaty　of　Nerchinsk　between　China　and　Russia, the　Qing

government sent at once the Eight Banners garrison, which included many

Kuyala and New Manchu zuoling to the Heilongjiang 黒龍江district｡

　　

Later, the frontier people remaining along the middle Amur region

were organized into the Ilan-Hala 三姓and Hunchun 璋春banner garrisons,

thereby causing the organization of frontier people in the middle Amur

region

　

to disappear, and only the frontier people in the lower Amur

region remained.

SOME PLACE-NAMES IN XIONGNU 匈奴

　　　　　　　　

Sato Hisashi

　　

People insist variously that the χiongnu race belongs to the Turkish

racial family or the Mongolian racial family or the Aryan racial family

etc. However, I believe that they belong to the Mongolian racialfamily.

　　

Recorded in the Shin史記and the Ｈａｎｓｈｕ　Ｓ.書aresome place-

names that　were used　in the Qing period and which also appear on

contemporary

　

maps.

　

Interpreted

　

in

　

Mongolian, these names　are　as

f0110ｗｓ:

1. Tian-yan-shan ^顔山=Ata?-a yin daba/a. Zhao-xin-cheng趙信城＝

　　

ｎｅａｒＡtａγａγｏｕlor Ulanbatur･

2. Gu-ju-shui姑豊水= Tui yin γｏｕl｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－



3.

　

Jun-qi-shan浚稽山= Yeke borda aj'ula and
Bara bo;-da arula which.

　　

are to the north of Ju-yan-hai居延海.

4.

　

Zhｕｏ-ｙａ-sｈａｎ琢邪山=Tost arula, which is north
of Ju-yan‘hai 飢d

　　

south of Jun-qi-shan.

5. Qi-luo-shan稽落山= Gkirtu boro arula゛
Tin-wei-shan 金微山. Si-qu-

　　

bi-di-hai私渠比鞘海= Sirrul belciger. Hei-shan黒山=
Qararcin arula,

　　

which is north of Koke qota. Da-e-shan大峨山＝Ｄａ胆胆ｎ
del arula,

　　

which is north of Ulad emiine qosi7-un烏拉特前旗.
Ruo-luo-shui弱

　　

洛水= Sira ularan t-ouI, which is the riverhead of the
Torula river.

　　

Li-shui栗水＝Ｏｎｇｇｉｎγｏｕl.Ｔｕ･yuan-shui冤園水=Tui yin 7'oul.

6.

　

Yan-ran-shan燕然山= Tngri ejen arula = Qan訂ai arula.

7.

　

Xiong-nu-he-shui匈奴河水= Onggin 7-oul. Xi-hai西海= OroγnayuT.

　　

Fu-ju-jing浮荒井= Zha-ge-su･zhi-jing札格蘇治井(？)．

MUSIC COMPOSED BY ULUK于勒AND ITS RELATIONSHIP

　　

WITH THE TAEGAYA LEAGUE 大加耶連盟,AN EARLY

　　　　

LEAGUE OF STATES IN　SOUTHERN KOREA

Tanaka Toshiaki

　　

As ａtalented composer of music for the kayago 加耶琴(a kind of zither)

also called kayagum, the name　of Ｕ諮k is widely known. In general,

the historicalrecords associated with U岫k have been interpreted from ａ

folk-talepoint of view. By re-eχamining these historicalrecords we can

come to understand the background and significance　ofthe kayago and

the music written for it.

　　

In the period from the third to the siχthcentury, Kaya加耶existed

as ａ group of small, independent states in the southern part of the

Korean

　

peninsula. However, in the　47O's, centering　on　the　state　of

Taegaya大加耶, (present day Koryong), a league was formed by these

states. I have　named this the Taegaya League. The twelve pieces of

music ｃｏ°posedby Ｕ昆k have ｌ strong relationship with the Taegaya

League｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－


